
With You さいたまオープニングイベント
2002年4月21日～29日（9日間）

埼玉県男女共同参画推進センター

With You さいたま

埼玉県男女共同参画推進センター
（With You さいたま）は、
2022年4月21日で開館20周年！！
これまでの20年を振り返るとともに、
これからのジェンダー平等社会実現に
向けた、埼玉県やWith You さいたま
の取組を紹介します。



With You さいたまの誕生は、女性の地位向上
に関する様々な歴史とつながっているんだね。

国際婦人年に始まる
女性地位向上への動き
（～2001年）



With You さいたま
20年のあゆみ

10周年記念イベント講演会

大学共催講座

女性リーダー養成講座

パープルリボンタペストリー

生き方セミナー

理工系大好き！女の子集まれ！



数字で見る埼玉県の20年
（意識・労働・家庭）

女性
52.8％（H12）

↓
65.0％（R2）

男性
36.1％（H12）

↓
60.3％（R2）

年代階級別にみると、結婚や出産の時
期に一度低下し、育児が落ち着いた時
期に再び上昇するM字カーブの形は、
なだらかになってはいるものの残って
います。
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年代別女性の労働力率

資料：総務省「国勢調査」(H12・27）
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雇用者に占める非正規雇用者の割合
（埼玉県）

資料：総務省「就業構造基本調査」
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夫婦の家事・育児・介護時間と仕事時間の推移
(週全体平均：夫婦と子供の世帯全国）
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【夫有業・妻無業の世帯】

（H28）（H13） 資料：内閣府男女共同参画局
「令和2年度版男女共同参画白書」

仕事等
家事
関連時間

男性

「男は仕事・女は家庭」に
同感しない人の割合は、

男性・女性ともに6割を超えています。

働く女性は増えています。

女性の雇用者に占める非正規雇用者
の割合は、6割となっています。

資料：埼玉県「男女共同参画に関する意識・実態調査」(H12・R2）

(分） 男性の家事関連時間
（家事・育児・介護）は、
わずかに増えているもの
の、妻の有業・無業にか
かわらず少ないままです。

（％）

（％）



数字で見る埼玉県の20年
（DVドメスティックバイオレンス・社会参画）

●配偶者暴力相談支援
センター 設置の市町
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県 市町村
県：配偶者暴力相談支援センター
男女共同参画推進センター及び
福祉事務所が受けたDV相談件数

市町村：DVに関わる総相談
件数

DV相談件数推移（埼玉県）

資料：埼玉県男女共同参画課調べ
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女性議員の割合

県・市町村審議会等委員における
女性の登用状況の推移
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資料：埼玉県「男女共同参画に関する年次報告書」（平成15年度・令和3年度）

自治会長に占める女性の割合

平成15年

3.4％

令和3年

5.3％

女性 男性

H11 H11R3 R3

※配偶者からの暴力防止及び被害者の保護等に関す
る法律により、都道府県に義務（市町村に努力義
務）づけられているDV被害者救済のための拠点施設

※

県・市町村防災会議に占める
女性委員の割合
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資料：内閣府「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況」
及び埼玉県「男女共同参画に関する年次報告書」(平成26年度・令和3年度）

DV相談件数は、年々増加し
13,000件を超えています。

（件）

政策・方針決定過程への女性の参画は、
増加傾向にはあるものの依然として低いままです。

（％）

（％） （％）

資料：内閣府男女共同参画局「全国女性の参画マップ及び埼玉県「男女共同参画に関する年次報告書
（平成11年度・令和3年度）

資料：埼玉県「男女共同参画に関する年次報告書」
(平成27年度・令和3年度）

資料：埼玉県「男女共同参画に関する年次報告書」(平成22年度・令和3年度）



～令和4年度から令和8年度～

埼玉県男女共同参画基本計画

あらゆる分野における男女共同参画

政策や方針の立案及び決定への

家庭と地域活動への男性の参画拡大

【現状値】 【目標値】

39.2％

（令和2年度）

42.0％

（令和8年度）

指標「審議会などの委員に占める女性の割合」

経済社会における女性活躍の拡大

他

働く場における女性活躍の推進

指標「女性（30～39歳、40～49歳）の就業率」

【現状値】 【目標値】

30歳～39歳

71.6％

40歳～49歳

76.3％
（令和2年度）

30歳～39歳

75.1％

40歳～49歳

79.2％
（令和8年度）

※現状値及び目標値は、総務省統計局「労働力調査」
の調査票情報を独自集計し推定値を算出しています。

他

男女ともに働きやすい職場環境づくり

女性の参画拡大

男性の家庭・子育て・介護・地域活動へ
の参画の促進

家庭と仕事・地域活動の両立の促進

他

埼玉県では、平成12年3月に全国に先駆け、「埼玉県男女共同参画推進条例」を制定し
ました。条例に基づき、5年ごとに県としての男女共同参画の推進に係る基本的な考え方
と施策の方向を示した基本計画を策定し、さまざまな取組を進めています。

男女の均等な雇用機会と待遇の確保
の推進及び各種ハラスメントの防止

他

目指す姿Ⅰ 目指す姿Ⅱ



～令和4年度から令和8年度～

埼玉県男女共同参画基本計画

誰もが安全・安心に暮らせる社会 男女共同参画社会の実現に向けた
基盤が整う

男女共同参画社会の実現
～人権が尊重され、誰もが活躍できる埼玉へ～

固定的性別役割意識や偏見の解消

生活上の様々な困難への支援と

他

女性に対するあらゆる暴力の根絶

男女共同参画の視点に立った

指標「固定的な性別役割分担に同感しない人（全体）
の割合」

【現状値】 【目標値】

62.8％

（令和2年度）

70.0％

（令和7年度）

男女共同参画の視点に立った男女平等
教育の推進

多様性の尊重

生涯を通じた男女の健康支援

男女共同参画の視点に立った
防災対策の推進

男女共同参画の視点に立った防災・
復興体制の充実 他

防災・災害復興時における意思決定
過程への女性の参画拡大

教育・学習の充実

男女共同参画を推進し多様な選択を可能
とする学習の推進

他

生活上の様々な困難を抱えた女性など
の自立支援 他

【現状値】 【目標値】

20市
（令和2年度）

30市
（令和8年度）

指標「配偶者暴力相談支援センター設置の市町村数」

目指す姿Ⅲ 目指す姿Ⅳ



21年目のWith You さいたま



21年目のWith You さいたま



これまでも・これからも

20周年おめでとう
ございます。
地域の女性リーダー
養成でジェンダー
平等の実現を！！

様々な立場や年代の
方々と出逢い、学びあ
うことができました。
今後も利用します！

この場所を知れて良
かったです。これから
の人生をよりよくする
ためのきっかけをいた

だけました。

男女共同参画・男女
平等そして、人とし
ての在り方を考え、
深めることができま
した。

“ユース・ジェンダー
プロジェクト”すんご
い良い経験でした！
これからも自分たちの
声を上げ続けて、みん
なが自分らしく！生き
られる世の中にしたい。

男女・ジェンダー
平等を自慢できる
埼玉に！

性別による差別
をなくし、住み
やすい 埼玉県
にしよう！！

With You さいたま
バンザイ！！
これからも男女共同
参画の意識を高く活動
してまいります！！

ライブラリーは、ワク
ワクする本もたくさん
ありますね！気持ちが
引き締まる本も！お世
話になっています！

With You さいたまに
出会って、多方面か
ら性について考える
ようになりました。
貴重なきっかけをあ
りがとうございます。


